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出雲市農業委員会（第３期）第２５回総会　議事録 

 

「農業委員会等に関する法律」第２７条第１項の規定に基づき会長が総会を招集。 

 

１　日時　　令和７年(2025)８月２５日（月）午後１時２６分から午後２時１５分 

 

２　場所　　出雲市役所　３階　庁議室 

 

３　出席委員（２１名） 

　　大梶　泰男　　岡田　征記　　持田　守夫　  若槻　博美　　江角　昭夫　　 

佐藤　文男　　松本　尚幸　　岸　勝　　　　石飛　忠宏　　今岡　充　　　 

松井　幸男　　八幡　みさこ　伊藤　猛　　　常松　守男　　天野　明浩　　 

森山　亮二　　勝部　守　　　湯浅　道行　　伊藤　美樹　　佐野　芳夫　　 

嘉本　良市　　 

　　 

４　欠席委員（３名） 

河原　昭紀　　立石　行雄　　水　壯　　　　 

 

５　提出議題 

⑴ 　報告事項 

報第８２号　会長専決処分の報告 

報第８３号　農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報第８４号　農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

報第８５号　農地法第４３条第１項の規定による届出について 

 

⑵ 　議案審議 

　　　議第１５７号　農地法第３条の規定による許可の決定について 

議第１５８号　農地法第４条の規定による許可の決定及び承認について 

議第１５９号　農地法第５条の規定による許可の決定及び承認について 

議第１６０号　農地転用事業計画変更申請決定について 

議第１６１号　非農地証明について 

 

　　会長あいさつ 
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６　議事　 

会長が議長を務め、総会の開会を宣する。出席者が過半数を超え会議の成立を宣する。 

署名委員に４番持田守夫委員、５番若槻博美委員を指名する。 

 

議　　長　　　それでは、お手元の次第にしたがって進行いたします。報告事項、報第８２

号会長専決処分の報告、報第８３号農地法第１８条第６項の規定による通知

について、報第８４号農地法第３条の３第１項の規定による届出について、ま

た、追加となった報第８５号農地法第４３条第１項の規定による届出につい

てを一括して報告します。 

 

議　　長　　　報第８２号会長専決処分について、報告いたします。 

第２４回総会で承認いたしました案件で、島根県農業会議に意見を聴く案

件、農地法第４条２件、農地法第５条２件については、島根県農業会議第１１

３回常設審議委員会に諮問し、許可相当との答申をいただいております。その

ため、常設審議委員会における決定日の８月１２日付けで許可決定しており

ます。 

 

議　　長　　　続いて、報第８３号農地法第１８条第６項の規定による通知について、事務

局から報告をお願いします。 

 

岡主事　　　　それでは、報第８３号について、説明します。農地の賃貸借の解約等は、原

則的に県知事の許可が必要ですが、農地法第１８条第１項第２号で、貸し手と

借り手の合意による解約が、その農地の引渡しの期限前の６ヶ月以内に成立

した旨が書面において明らかな場合は契約終了の手続きができます。報告事

項の１ページ、２ページをご覧ください。今月は受付番号８１番から９４番の

１４件の通知がありました。内訳としては、耕作者変更のためが１２件、耕作

者へ所有権を移すためが１件、耕作をやめるためが１件となっています。農地

の引渡しの時期が、解約の合意の成立後６ヶ月以内であることを書面で確認

しており、県知事の許可を要しないものと考えます。以上報告といたします。 

 

議　　長　　　続いて、報第８４号農地法第３条の３第１項の規定による届出について、

事務局から報告をお願いします。 

 

原主事　　　　それでは、報第８４号について、ご説明いたします。農地法第３条の３に

おいて、「相続」や、「時効取得」などの、農地法の許可を要しない権利取得

につきましては、権利を取得した者は、農業委員会にその旨を届出しなけれ
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ばならないこととされています。報告事項の３ページから１２ページをご覧

ください。この届出の先月受付分は、受付番号７４番から９２番までの１９

件でした。権利の取得事由は１９件全てが「相続」によるものでした。市外

在住の相続人からの届出などについては、備考欄に記載しております。受付

番号９１番について、備考欄に持分の記載がありますが、これは、記載の持

分で農地を相続、取得されたものです。また、あっせん希望があった届出に

ついては、それぞれ担当農業委員さんに相談をしています。なお、本届出の

受理通知は、届出書の到達があった日から４０日以内とされております関係

上、８月７日付けで通知を出しております。以上、報告といたします。 

 

議　　長　　　続いて、追加の報第８５号農地法第４３条第１項の規定による届出につい

て、事務局から報告をお願いします。 

 

大森副主任　　報第８５号について、ご説明いたします。別冊の報告事項の１ページから

５ページをご覧ください。今月は、１件の届出がありました。まず、制度に

ついて簡単にご説明します。通常は、農業用ビニールハウス内の底面をコン

クリートにする場合は、転用許可を受けなければなりませんが、平成３０年

の法改正により「農作物栽培高度化施設」として一定の基準を満たす施設に

ついては、事前に農業委員会に届出を行うことで農地としての扱いのまま転

用許可なく設置できるようになりました。この一定の基準とは、施設の棟高

が８．０ｍ以内、軒高が６．０ｍ以内であるといった高さの基準や日光を通

さない素材のビニールハウスの場合は、隣の農地に日影を生じさせないとい

ったものがあります。農業委員会としては、この施設に対して毎年の農地パ

トロール等で現地確認をすることになります。現地確認では、届出内容のと

おり使用されているか確認し、計画に則した状態でない場合は指導の対象に

なります。 

それでは、内容についてご説明いたします。別冊の報告事項１ページの受

付番号１番です。場所は荒茅町の畑４筆です。案内図は２ページです。建築

予定の施設は、長さ２２．０ｍ、棟高４．０ｍ、軒高２．５ｍのビニールハ

ウスが１棟です。ビニールハウスの面積は計１５８．００㎡です。ビニール

ハウスの屋根及び壁面は光を通さない素材です。建築後は菌床シイタケを生

産する計画です。施設の内部には、菌床シイタケの栽培棚が３０個×２列と

空調設備等を設置する計画です。今回の届出により、農地として扱われるこ

とになるため、固定資産税は農地として課税されることになります。本届出

の受理通知は、届出書の到達があった日から２週間以内とされております関

係上、事務局で内容を確認し、要件を満たすものとして７月３１日付で通知
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を出しています。以上、報告といたします。 

 

議　　長　　　報告事項について、一括して報告をいたしましたが、ご質問はございませ

んか。 

 

議　　長　　　質問は無いものと認めます。 

 

議　　長　　　続いて、議案の審議を行います。　議第１５７号農地法第３条の規定によ

る許可の決定について、を議題といたします。事務局から内容について、説

明をお願いします。 

 

原主事　　　　それでは、議第１５７号について、ご説明いたします。議案の１ページの

左側の欄をご覧ください。今月は、所有権移転の申請が８件、貸借権の設定

が１件、合計９件の申請がありました。個別の事案についてご説明いたしま

す。２ページから３ページをご覧ください。 

まず、受付番号５１番について、譲渡人は、耕作不便のため、近隣居住を

する受人に譲渡するものです。 

次に、受付番号５２番について、譲渡人は、市外在住による耕作不便のた

め、渡し人の弟であり、従来から申請地で耕作を行う受人に譲渡するもので

す。 

次に、受付番号５３番について、譲渡人は、市外在住による耕作不便のた

め、規模拡大を予定する受人に譲渡するものです。 

次に、受付番号５４番について、譲渡人は、労力不足のため、従来から申

請地で耕作を行い、規模拡大を予定する受人に譲渡するものです。 

次に、受付番号５５番、５６番について、いずれも譲渡人は、高齢による

労力不足のため、規模拡大を予定する受人に譲渡するものです。 

次に、受付番号５７番について、譲渡人は、労力不足のため、相手方の要

望を受けた受人に譲渡するものです。 

次に、受付番号５８番について、譲渡人は、相手方の要望により、規模拡

大を予定する受人に譲渡するものです。 

つづいて、使用貸借権設定の案件１件についてご説明いたします。受付番

号５９番です。こちらは、譲渡人が代表を務める会社へ、農業経営を行うた

めに、従来から耕作を行う受人へ、使用貸借権の設定をするものです。譲渡

人と譲受人は、以前から基盤強化促進法での利用権設定を行っていました

が、期間満了となり、継続して農業経営を行うため、新たに３条での設定を

するものです。権利の設定期間は２０年です。 
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以上、受付番号５１番から５９番については、４ページから５ページの調

査書に記載しておりますとおり、農地法第３条２項各号　不許可には該当し

ないため、許可要件のすべてを満たすと考えます。説明は以上です。 

 

議　　長　　　ご質問、ご意見はございませんか。 

 

今岡委員　　　議席番号１１番の今岡です。５７番の譲り渡し人が農業協同組合で、理由

が労力不足ですが、どういった状況ですか。 

 

原主事　　　　元々ここには農業協同組合の施設があった場所で、農作もできないという

ことで隣接地の所有者に譲渡するものです。 

 

山田次長　　　補足させていただきます。この農地は、農業協同組合所有ですが、自身が

耕作しておられませんので、この表現にしています。周りの方と一緒に管理

されてきましたが、この度、隣接農地所有者への譲渡が決まったものです。 

 

今岡委員　　　わかりました。 

 

議　　長　　　他にご質問、ご意見はございませんか。 

 

持田委員　　　議席番号４番の持田です。５４番と使用貸借の案件ですが、譲受人がいず

れも法人になっています。その家族数（耕作者数）のところに１人と記載が

ありますが、この表現が合わないと思うのですが。 

 

山田次長　　　おっしゃるとおりですので、表現を検討させていただきます。 

 

議　　長　　　他にご質問、ご意見はございませんか。 

 

議　　長　　　質問、意見は無いものと認めます。 

 

議　　長　　　それでは、議第１５７号農地法第３条の規定による許可の決定について、

承認される方の挙手を求めます。 
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議　　長　　　挙手全員と認めます。よって議第１５７号の案件を許可決定いたします。 

 

議　　長　　　次に、議第１５８号農地法第４条の規定による許可の決定及び承認につい

て、を議題といたします。事務局から内容について、説明をお願いします。 

 

大森副主任　　議案の１ページをご覧ください。今月は、１５件の申請がありました。議案

書は６ページから７ページ、説明資料は１ページから１２ページ、参考資料は　

１ページから２２ページをご覧ください。議案書欄外左に丸印をつけている

１０件について、９月に開催予定の第１１４回常設審議委員会に諮問する予

定です。今月は説明案件が４件ありますので、ご説明いたします。 

まず、受付番号２３番について説明します。追認案件です。説明資料の、１

ページから３ページをご覧ください。小山町の畑１筆、田１筆です。詳細な位

置につきましては、２ページの案内図でご確認ください。転用目的は、貸集合

住宅です。面積については、転用面積・事業面積がともに９５２．００㎡です。

申請地は、都市計画区域内のその他の地域になります。農地区分は、第１種農

地です。土地利用計画との調整については、農用地区域除外農業委員会審議済

みです。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接続」に該

当します。事業計画についてご説明いたします。申請者は申請地近隣に居住す

る個人で、自己所有地に貸集合住宅を整備するものです。家賃収入を得て生活

の安定を図るために計画したものです。令和３年頃から申請地の一部を貸駐

車場として利用していたため、本件は追認案件となります。資金計画について

は、所要資金額が１億４，５００万円で、これに対する資金調達は全額借入金

で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、受付番号２４番について説明します。説明資料の、４ページから６ペ

ージをご覧ください。稲岡町の畑１筆、田１筆です。詳細な位置につきまして

は、５ページの案内図でご確認ください。転用目的は、貸集合住宅です。面積

については、転用面積・事業面積がともに１，９６０．００㎡です。申請地は、

都市計画区域内のその他の地域になります。農地区分は、第１種農地です。土

地利用計画との調整については、農用地区域除外農業委員会審議済みです。許

可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接続」に該当します。

事業計画についてご説明いたします。申請者は申請地近隣に居住する個人で、

自己所有地に貸集合住宅を整備するものです。家賃収入を得て生活の安定を

図るために計画したものです。資金計画について所要資金額が２億７，５００

万円で、これに対する資金調達は全額借入金で賄う計画であり、証明を確認し

ています。 

次に、受付番号２７番について説明します。追認案件です。説明資料の、７
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ページから９ページをご覧ください。西園町の畑１筆です。詳細な位置につき

ましては、８ページの案内図でご確認ください。転用目的は、個人住宅、車庫・

倉庫です。面積については、転用面積・事業面積がともに６００．００㎡です。

申請地は、都市計画区域内のその他の地域になります。農地区分は、第１種農

地です。土地利用計画との調整については、農用地区域除外農業委員会審議済

みです。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接続」に該

当します。事業計画についてご説明いたします。申請者は申請地近隣に居住す

る個人で、自己所有地に個人住宅、車庫・倉庫を整備するものです。申請者は

申請地付近に住宅を有し居住していますが、地盤沈下の影響により新たな住

宅が必要となったため申請地に住宅を建築し移り住む計画です。なお、申請地

の一部に用途変更を行い農業用施設として建築した建物があり、これを車

庫・倉庫として利用する計画です。平成５年頃から申請地の一部に用途変更し

たものとは別の農作業小屋を建て利用していたため、本件は追認案件となり

ます。資金計画については、所要資金額が３，０５０万円で、これに対する資

金調達は全額自己資金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に受付番号３３番について説明します。追認案件です。説明資料の１０ペ

ージから１２ページをご覧ください。斐川町上直江の畑２筆です。詳細な位置

につきましては１１ページの案内図でご確認ください。転用目的は事務所・車

庫、資材置場です。面積については転用面積・事業面積がともに８０９．００

㎡です。申請地は、都市計画区域内のその他の地域になります。農地区分は、

第１種農地です。土地利用計画との調整については、農用地区域除外農業委員

会審議済みです。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接

続」に該当します。事業計画についてご説明いたします。申請者は申請地付近

に居住する土木工事業を営んでいる個人で、自己所有地に事務所・車庫、資材

置場を整備するものです。隣接する自宅内に事務所を構え、車庫・倉庫は自宅

敷地内車庫を利用していましたが、事業の拡大に伴い手狭となっているため、

申請地へ事務所・車庫および資材置場を新設する計画です。土木工事業を開業

した申請者の亡父が昭和５０年頃から利用してきたため、本件は追認案件と

なります。追認案件のため、今後整備に関する支出はありません。説明案件は

以上です。 

今月は追認の案件が説明案件のほかに４件あります。受付番号２２番は、約

１０年前から貸店舗として利用していたものです。受付番号２９番は、平成３

年頃から車庫、駐車場、庭敷地として利用していたものです。受付番号３０番

は、以前から車庫・物置として利用していたものです。受付番号３５番は、平

成７年頃から駐車場利用していたものです。申請は事後になりましたが、悪意

はないものと判断しています。転用許可基準は満たしており、事業者には始末
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書の提出を受け、農地法に違反することのないよう指導しております。その他

の案件については、議案書及び参考資料でご確認くださいますようお願いい

たします。以上、受付番号２１番から３５番については、農地法に規定する不

許可の要件には該当しないものと認められます。説明は以上です。 

 

議　　長　　　ご質問、ご意見はございませんか。 

 

議　　長　　　それでは、議第１５８号農地法第４条の規定による許可の決定及び承認に

ついて、承認される方の挙手を求めます。 

 

議　　長　　　挙手全員と認めます。よって議第１５８号の全案件を許可相当とし、許可の

決定及び承認いたします。 

 

議　　長　　　次に、議第１５９号農地法第５条の規定による許可の決定及び承認につい

て　及び関連がございますので、議第１６０号農地転用事業計画変更の決定

について、を議題といたします。事務局から内容について、説明をお願いしま

す。 

 

今岡主幹　　　議第１５９号について、ご説明いたします。議案書の８ページから１５ペー

ジ、説明資料の１３ページから４２ページ、参考資料の２３ページから１１０

ページをご覧ください。今月は、所有権の移転が４１件、賃借権の設定が４件、

使用貸借権の設定が９件の合計５４件の申請がありました。今月は、９月に開

催予定の第１１４常設審議委員会に諮問する予定の案件が２９件あります。

それでは、個別の案件についてご説明いたします。 

まず、議案書８ページの受付番号６９番です。説明資料１３ページから１５

ページをご覧ください。転用場所は上塩冶町の田６筆です。案内図は１４ペー

ジです。転用目的は、木材置場用地です。面積は、転用面積、所要面積ともに

５，８３１㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。農地区分は、第２種農

地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号に該当します。事業計画

についてご説明いたします。事業者は、市内で木材の卸売りを行う法人です。

この度、申請地を取得し、不足する木材のストックヤードとして整備する計画

です。資金計画については、所要資金額が８５０万円で、これに対する資金調

達は、全額自己資金で賄う計画で、証明を確認しています。 

次に、議案書９ページの受付番号７７番です。説明資料１６ページから１８

ページをご覧ください。転用場所は浜町の畑３筆です。案内図は１７ページで

す。転用目的はレンタル用仮設建物及びトイレ置場です。面積は、転用面積、
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所要面積ともに１，５１０㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。農地区

分は、第２種農地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号に該当し

ます。事業計画についてご説明いたします。事業者は市内で土木建築工事現場

用の仮設建物及び仮設トイレの販売並びにレンタルを行う法人です。この度、

事業拡大に伴いレンタル用仮設建物・仮設トイレ置場を拡張する計画です。資

金計画については、所要資金額が５２８万円で、これに対する資金調達は全額

自己資金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１０ページの受付番号８２番です。説明資料の１９ページから

２１ページをご覧ください。転用場所は、平野町の田３筆です。案内図は２０

ページです。転用目的は、貸診療所です。面積は、転用面積、所要面積ともに

１，３１７㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。農地区分は、第１種農

地です。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接続」に該

当します。事業計画についてご説明いたします。事業者は医薬品等を販売する

法人です。この度、申請地を取得し、皮膚科医院が入る貸診療所を建築する計

画です。資金計画については、所要資金額が２億６８００万円で、これに対す

る資金調達は全額自己資金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１０ページの受付番号８６番です。説明資料の２２ページから

２４ページをご覧ください。転用場所は、高岡町の田１筆です。案内図は２３

ページです。転用目的は、長屋住宅です。面積は、転用面積、所要面積ともに

１，３９１㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。農地区分は、第１種農

地です。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接続」に該

当します。事業計画についてご説明いたします。事業者は市内でアパート経営

を行う個人です。この度、申請地を取得し、長屋住宅２棟を建築する計画です。

資金計画については、所要資金額が１億５７７０万円で、これに対する資金調

達は全額借入金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１１ページの受付番号８７番です。説明資料の２５ページから

２７ページをご覧ください。転用場所は西林木町の田１筆です。案内図は２６

ページです。転用目的は、デイサービス・ショートステイ施設です。面積は、

転用面積、所要面積ともに２，９９８㎡です。権利の種類は、所有権の移転で

す。農地区分は、第１種農地です。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条

第４号の「集落接続」に該当します。事業計画についてご説明いたします。事

業者は市内で老人ホームや介護事業などを行う法人です。この度、申請地を取

得し、デイサービス・ショートステイ施設を建築する計画です。資金計画につ

いては、所要資金額が２億円で、これに対する資金調達は全額借入金で賄う計

画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１１ページの受付番号８９番です。説明資料の２８ページから
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３０ページをご覧ください。転用場所は下古志町の田３筆です。案内図は２９

ページです。転用目的は、建売分譲地です。面積は、転用面積が４，８８５㎡、

所要面積が４，９１７㎡です。権利の種類は、所有権の移転です。農地区分は、

第１種農地です。許可該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接

続」に該当します。事業計画についてご説明いたします。事業者は市内で不動

産業を営む個人です。この度、利便性の高い申請地を取得し、建売分譲地１７

区画を整備し、個人住宅を建築し販売する計画です。資金計画については、所

要資金額が３億５，７００万円で、これに対する資金調達は全額借入金で賄う

計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１１ページの受付番号９４番です。説明資料の３１ページから

３３ページをご覧ください。転用場所は国富町です。案内図は３２ページです。

一畑電鉄美談駅から北へ直線距離で約５５０ｍに位置している田２筆です。

転用目的は、資材置場です。面積は、転用面積、所要面積ともに２，１６４㎡

です。権利の種類は、所有権の移転です。農地区分は、第１種農地です。許可

該当条項は、農地法施行規則第３３条第４号の「集落接続」に該当します。事

業計画についてご説明いたします。事業者は市内で建築工事等を行う法人で

す。この度、営業所に近い申請地を取得し、工事用資材置場として利用する計

画です。資金計画については、所要資金額が３００万円で、これに対する資金

調達は全額自己資金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１２ページの受付番号１０３番です。説明資料の３４ページか

ら３６ページをご覧ください。転用場所は斐川町上庄原の田１筆です。案内図

は、３５ページです。転用目的は、自動車修理工場です。面積は、転用面積が

２，２４２㎡、所要面積が２９９８．２５㎡です。権利の種類は、所有権の移

転です。農地区分は、第１種農地です。許可該当条項は、農地法施行規則第３

５条第４号の「流通業務施設」に該当します。事業計画についてご説明いたし

ます。事業者は市内で自動車販売、修理を行う法人です。この度、主要幹線道

路沿いの申請地を取得し、自動車修理工場を建築する計画です。資金計画につ

いては、所要資金額が３億３０００万円で、これに対する資金調達は全額借入

金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１５ページの受付番号１１２番です。説明資料の３７ページか

ら３９ページをご覧ください。転用場所は古志町の畑３筆です。案内図は３８

ページです。転用目的は、個人住宅です。面積は、転用面積、所要面積ともに

５３１㎡です。権利の種類は、使用貸借権の設定です。農地区分は、第２種農

地です。許可該当条項は、農地法第５条第２項第２号に該当します。事業計画

についてご説明いたします。事業者は市内在住の個人です。この度、申請地を

借り受け、先代が建てた納屋、離れ住宅を取り壊し、自宅を建築する計画です。
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資金計画については、所要資金額が３，０００万円で、これに対する資金調達

は全額借入金で賄う計画であり、証明を確認しています。 

次に、議案書１５ページの受付番号１１５番です。説明資料の４０ページか

ら４２ページをご覧ください。転用場所は浜町の田１筆です。案内図は４１ペ

ージです。転用目的は、仮駐車場です。面積は、転用面積、所要面積ともに、

８１５㎡です。権利の種類は、使用貸借権の設定です。農地区分は、農用地区

域内農地です。許可該当条項は、農地法施行令第１１条第１項第１号の「一時

転用」に該当します。事業計画についてご説明いたします。事業者は市内で土

木建築等を行う法人です。この度、近隣で行う工事で使えなくなる駐車場の車

の仮置き場として利用するする計画です。資金計画については、現状のまま利

用するため、新たな支出はございません。 

説明案件については以上です。その他の案件については、議案書及び参考資

料でご確認くださいますようお願いいたします。また、事後追認案件について

は、議案書に表示していますのでご確認ください。申請が事後になりましたが、

悪意はないものと判断しています。転用許可基準は満たしており、事業者には

始末書の提出を受け、農地法に違反することのないよう指導しております。 

つづいて議第１６０号についてご説明いたします。議案書は１６ページ、参

考資料は１５ページから１６ページ、１０１ページから１０２ページ、１１１

ページから１１２ページをご覧ください。今月は、所有権の移転１件、権利の

移転設定を伴わない変更が２件の合計３件の申請がありました。個別の説明

案件はありません。受付番号１３番は５条の１１６番、１４番は４条の３１番

とセットになっておりますので、議案書、説明資料及び参考資料でご確認くだ

さいますようお願いいたします。以上、議第１５９号の５４件及び議第１６０

号の３件については、いずれも農地法に規定する不許可・不承認の要件には該

当しないものと認められます。説明は以上です。 

 

議　　長　　　先ほど事務局から説明のありました案件についてご質問、ご意見はござい

ませんか。 

 

議　　長　　　質問、意見は無いものと認めます。そういたしますと、議第１５９号及び議

第１６０号について承認される方の挙手を求めます。 

 

議　　長　　　挙手全員と認めます。よって議第１５９号の全案件を許可相当とし、許可決

定及び承認いたします。また、議第１６０号を決定いたします。 

 

議　　長　　　それでは、議第１６１号非農地証明について、を議題といたします。事務局
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から内容について、説明をお願いします。 

 

岡主事　　　　それでは、議第１６１号非農地証明の申請について、説明します。議案書の

１７ページ及び説明資料４３ページから４９ページをご覧ください。今月は

２件の申請がありました。 

まず、受付番号１２番について、説明いたします。説明資料４３ページから

４４ページの位置図及び付近案内図で場所をご確認ください。詳細について

は、説明資料４５から４７ページの現況写真をご確認ください。申請地は長期

間耕作をされず、樹木が生い茂って山林の状態となっています。現地確認は８

月８日に森山農業委員、岸推進委員、事務局職員で行っています。 

受付番号１３番について説明いたします。説明資料４８ページの位置図及

び付近案内図で場所をご確認ください。詳細については、説明資料４９ページ

の現況写真をご確認ください。申請地は長期間耕作をされず、樹木が生い茂っ

て山林の状態となっています。現地確認は８月７日に石飛農業委員、岸推進委

員、事務局職員で行っています。２件の申請地は、農業的利用を図るための条

件整備の予定はありません。よって本案件は、非農地証明基準の「やむを得な

い事情によって長期間耕作放棄した土地で、その土地の周囲の状況からみて

農地に復元しても継続して利用することができないと認められる場合」に該

当し、農地法第２条に規定する農地以外のものであるとして非農地証明の対

象となるものと考えます。説明は以上です。 

 

議　　長　　　森山委員さん、補足はございますか。 

 

森山委員　　　議席番号１７番の森山です。現地確認を行いまして、事務局の説明に特に補

足することはありません。 

 

議　　長　　　石飛委員さん、補足はございますか。 

 

石飛委員　　　議席番号１０番の石飛です。事務局の説明のとおりで補足はありません。 

 

議　　長　　　ありがとうございました。この案件についてご質問、ご意見はございません

か。 

 

議　　長　　　質問、意見は無いものと認めます。それでは、議第１６１号非農地証明につ

いて、承認される方の挙手を求めます。 
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議　　長　　　挙手全員と認めます。よって、議第１６１号非農地証明について、を承認い

たします。 

 

議　　長　　　予定していた議事は終了しました。 

以上をもって、本日の全ての議事日程を終了いたします。 
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議長が、総会の閉会を宣する。　午後２時１５分 

 

 

議事に参与した者の職、氏名 

　農業委員会事務局 

　　梶谷事務局長、山田次長、今岡主幹、大森副主任、岡主事、原主事 

　　　 

以上、会議の顛末を記録し、その相違なきことを証するため署名する。 
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